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•京都市内の中・⾼⼀貫校(⽣徒数は中学⾼校合わせて約1200名)
• 2019年4⽉から中学はタブレットを貸し出し、⾼校はBYODでPC持ち帰り
•京都⼤学側は学習管理システムMoodle、教材配信システムBookRollと
学習分析システム(LA−View)を提供
•⽣徒や先⽣は、このシステムに学校と⾃宅から常時アクセス可能
•春休み中のオンデマンド型オンライン授業の事例を報告
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京都市⽴⻄京⾼等学校・附属中等教育学校
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システム構成
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⾼１英語ライティング
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教員：２１名
学⽣：２８０名
期間：３⽉２〜１９⽇

Moodleのコース画⾯

Moodleのログ件数
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教員：BookRoll
で課題の提⽰

学⽣：Moodleで
⽂章の提出

教員：BookRoll
で可視化

教員：Youtubeで
フィードバック

学⽣：Moodleで
振り返り
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⾼校１年数学の取り組み
教員：８名
学⽣：２８０名
期間：３⽉４⽇〜４⽉２⽇
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はやくち解説⾼校数学
(Youtube Channel)

Moodleのログ件数
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教員：BookRoll
とビデオで説明

学⽣：BookRoll
で問題に回答

教員：回答プロ
セスを分析

教員：学⽣に
フィードバック

Q&A

振り返り

オンライン授業の流れ
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教員：デジタル教材
をビデオ等で説明

学⽣：問題に回答

教員：LAで学習活
動・答案を分析

教員：学⽣にフィー
ドバック

教員・学⽣：Q&A

振り返り

数学・英語での共通の授業モデル

8



Learning and Educational Technologies Research Unit

活動量計の配布状況 台数
教員に配布(10⽉) 7

中３、高校の生徒に配布

(12⽉-2⽉) 140

中学・⾼校に配布予定
(5⽉から) 400

活動量計を⽤いたメンタルヘルス・健康増進

自己主導能力の評価

週間ストレスレベル学習・健康データの実例

Garmin vivosmart 4
歩数、消費カロリー、
睡眠時間、移動距離、
⼼拍、ストレスレベルなど

学習データと健康データ
を⽤いた⾃⼰主導能⼒
(Self-Direction Skill)の
育成

学習・活動スタイル分析
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⾼等教育と初等中等教育との情報環境の違い

⼤学 ⼩中⾼校
情報端末 BYOD/スマートフォン これから整備のところが多い
インターネット接続 学内Wifi/家庭Wifi これから整備のところが多い
教員のサポート TAあり ICT⽀援員（10校に１名程度？）
デジタル教材 教員が作成 教員の作成は⼀部で、ほとんど

⺠間企業が作成
LMSなどのシステム
の整備

⼤学側が提供（⺠間委
託もあり）

⺠間企業のシステムを利⽤
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⾼等教育と初等中等教育の情報環境には、⼤きな開きがあり、
⼀気に整備はできなので、今スグできることをすることが⼤事！

GIGAスクール構想に期待！
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おわりに
1. ⼦供達のためにオンライン授業を先⽣が⾃主的に実施
2. 同じ科⽬の教員がチーム教えて、教材作成や質問にチームで対応
3. 遠隔の⽣徒の学習状態を分析（ラーニングアナリティクス）して
⽣徒にきめ細かなフィードバックを実施

4. ⽣徒のモチベーションを⾼める⼯夫が必要（激励動画を挿⼊）
5. 映像を⾒れない⽣徒にために、PDF等のバックアップを提供
6. ⽣徒がスマートフォンで映像を⾒る場合、データ通信料に注意
7. ⼤学からのツールの提供で先⽣は⼯夫して利⽤！
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京都市⽴⻄京⾼等学校・付属中学校の先⽣、

⽣徒、保護者の皆様、京都市教育委員会の

皆様の⽇頃のご協⼒に感謝致します。
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